





但界と日本」 「(2)現代の政治と民主社会」 「(3)現代の経済と国民生活」という 3つの大項目
を生徒に学習させることになっている。この中で、 「現代の経済と国民生活」について『高等学































































































































K. ポランニーは、 「「経済的」という今日的概念は•••ふたつの意味の複合物なのである 2 S) 」
と指摘している。ここで、彼のいう「ふたつの意味」とは、実体＝実在的意味と形式的意味であ
る。 「経済的」の実体＝実在的意味を、ポランニーは「自分を維持する自然環境なしには瞬時た
りとも存続できないという基本的事実をさし示すもの 2li) 」であり、 「「物質的欲求をみたす過



























































さて、合理主義経済学に依拠して「経済的な見方や考え方」を主張する場合、 J.C. E. E. の A
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